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四

　免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
（
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。）。

２

　第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条

の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
四
条
の
四
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
な
お
他
の
種
類
の
免
許
を

受
け
て
い
る
場
合
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
が
与
え
ら
れ
る
場

合
を
含
む
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定

に
よ
り
免
許
証
を
返
納
し
た
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
当
該
他
の
種
類

の
免
許
に
係
る
免
許
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

　第
九
十
五
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
免
許
証
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

　免
許
証
を
有
す
る
者
は
、
第
九
十
条
第
五
項
、
第
百
三
条
第
一
項
若
し

く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
の
効

力
が
停
止
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
免
許
証
を
そ
の
者
の
住
所
地
を

管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

　前
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
提
出
を
受
け
た
公
安
委
員
会
又
は
第
百

三
条
の
二
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
送
付
を
受

け
た
公
安
委
員
会
は
、
当
該
免
許
証
に
係
る
免
許
の
効
力
の
停
止
の
期
間

が
満
了
し
た
場
合
又
は
当
該
免
許
証
に
係
る
免
許
の
効
力
の
停
止
が
解
除

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
提
出
者
か
ら
返
還
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き

は
、
直
ち
に
当
該
免
許
証
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

　第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
五
条
の
二
第
六
項
の
申
出
の
手
続

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
罰
則

　第
一
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第

十
号
〔
二
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
〕）

（
免
許
情
報
記
録
の
抹
消
等
）

第
一
〇
六
条
の
四

　免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す
る
者
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安

委
員
会
に
提
示
し
て
免
許
情
報
記
録
の
抹
消
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第

十
七
条
第
八
項
に
規
定
す
る
住
所
地
市
町
村
長
に
返
納
し
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

　前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

き
。

二

　第
九
十
条
第
五
項
、
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四

条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
た

と
き
。

三

　免
許
情
報
記
録
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
（
第
一
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。）。

２

　第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条

の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
四
条
の
四
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
な
お
他
の
種
類
の
免
許
を

受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員

会
に
対
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提

示
し
た
と
き
は
、
当
該
公
安
委
員
会
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
免
許
情
報
記
録
を

当
該
他
の
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
情
報
記
録
に
書
き
換
え
る
も
の
と
す

る
。（罰

則

　第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
十
号
〔
二
万

円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
〕）

（
免
許
証
及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す
る
者
の
特
則
）

第
一
〇
六
条
の
五

　公
安
委
員
会
は
、
免
許
証
（
仮
免
許
に
係
る
も
の
を
除

く
。
第
百
七
条
に
お
い
て
同
じ
。）
及
び
免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
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２

　罰
金
又
は
科
料
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
留
置
さ
れ
た
者

も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

　〔
行
政
官
庁
〕
地
方
更
生
保
護
委
員
会
＝
更
生
一
六
２
〔
手
続
〕
委
員
会
の

審
理
＝
更
生
三
四
―
三
九
、
釈
放
＝
刑
事
収
容
一
七
一

　2
〔
留
置
〕
一
八

第
六
章

　刑
の
時
効
及
び
刑
の
消
滅

（
刑
の
時
効
）

第
三
一
条

　刑
（
死
刑
を
除
く
。）
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
は
、
時
効
に
よ

り
そ
の
執
行
の
免
除
を
得
る
。

　〔
公
訴
の
時
効
〕
刑
訴
二
五
〇
〔
刑
の
言
渡
し
〕
手
続
＝
刑
訴
三
三
三
、
略

式
命
令
＝
刑
訴
四
六
一
〔
刑
の
執
行
の
免
除
〕
執
行
猶
予
の
要
件
＝
二
五
①
２
・

二
七
の
二
①
３
、
再
犯
の
要
件
＝
五
六
、
刑
の
消
滅
の
要
件
＝
三
四
の
二

（
時
効
の
期
間
）

第
三
二
条

　時
効
は
、
刑
の
言
渡
し
が
確
定
し
た
後
、
次
の
期
間
そ
の
執
行

を
受
け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。

一

　無
期
拘
禁
刑
に
つ
い
て
は
三
十
年

二

　十
年
以
上
の
有
期
拘
禁
刑
に
つ
い
て
は
二
十
年

三

　三
年
以
上
十
年
未
満
の
拘
禁
刑
に
つ
い
て
は
十
年

四

　三
年
未
満
の
拘
禁
刑
に
つ
い
て
は
五
年

五

　罰
金
に
つ
い
て
は
三
年

六

　拘
留
、
科
料
及
び
没
収
に
つ
い
て
は
一
年

　〔刑
の
言
渡
し
の
確
定
〕
一
審
控
訴
＝
刑
訴
三
五
八
・
三
七
三
・
四
一
四
、

上
告
審
＝
刑
訴
四
一
八
、
略
式
命
令
＝
刑
訴
四
六
五
・
四
七
〇
〔
期
間
計
算
〕
二

二
、
初
日
算
入
＝
二
四

（
時
効
の
停
止
）

第
三
三
条

　時
効
は
、
法
令
に
よ
り
執
行
を
猶
予
し
、
又
は
停
止
し
た
期
間

内
は
、
進
行
し
な
い
。

２

　拘
禁
刑
、
罰
金
、
拘
留
及
び
科
料
の
時
効
は
、
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た

者
が
国
外
に
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
外
に
い
る
期
間
は
、
進
行
し
な

い
。

　〔執
行
猶
予
〕
二
五
・
二
七
の
二
〔
刑
の
執
行
停
止
〕
上
訴
権
回
復
＝
刑
訴

三
六
五
、
再
審
＝
刑
訴
四
四
二
・
四
四
八
、
二
個
以
上
の
主
刑
＝
刑
訴
四
七
四
、

心
神
喪
失
等
＝
刑
訴
四
七
九
―
四
八
二

（
時
効
の
中
断
）

第
三
四
条

　拘
禁
刑
及
び
拘
留
の
時
効
は
、
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
を
そ

の
執
行
の
た
め
に
拘
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
断
す
る
。

２

　罰
金
、
科
料
及
び
没
収
の
時
効
は
、
執
行
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

中
断
す
る
。

　1
〔
拘
束
〕
刑
訴
四
八
八
・
四
八
九
、
収
容
状
の
執
行
＝
刑
訴
七
〇
―
七

三
、
収
容
の
た
め
の
連
戻
し
＝
刑
事
収
容
八
一

　2
〔
執
行
行
為
〕
刑
訴
四
九
〇

（
刑
の
消
滅
）

第
三
四
条
の
二

　拘
禁
刑
以
上
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
そ
の
執
行
の
免

除
を
得
た
者
が
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
い
で
十
年
を
経
過
し
た
と

き
は
、
刑
の
言
渡
し
は
、
効
力
を
失
う
。
罰
金
以
下
の
刑
の
執
行
を
終
わ

り
又
は
そ
の
執
行
の
免
除
を
得
た
者
が
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
い

で
五
年
を
経
過
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

　刑
の
免
除
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
言
渡
し
が
確
定
し
た
後
、

罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
い
で
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
刑
の
免

除
の
言
渡
し
は
、
効
力
を
失
う
。

　1
〔
刑
の
執
行
の
免
除
〕
外
国
判
決
の
効
力
＝
五
、
刑
の
時
効
＝
三
一
、
刑

の
執
行
の
免
除
＝
恩
赦
八

　2
〔
刑
の
免
除
〕
三
六
②
・
三
七
①
・
四
三
・
八

〇
・
九
三
・
一
〇
五
・
一
一
三
・
一
七
〇
・
一
七
一
・
一
七
三
・
二
〇
一
・
二
二

八
の
三
・
二
四
四
①
・
二
五
一
・
二
五
五
・
二
五
七
〔
例
外
〕
終
了
と
同
時
＝
少

六
〇
①第七

章

　犯
罪
の
不
成
立
及
び
刑
の
減
免

（
正
当
行
為
）

第
三
五
条

　法
令
又
は
正
当
な
業
務
に
よ
る
行
為
は
、
罰
し
な
い
。

　〔本
条
の
適
用
〕
団
体
交
渉
等
＝
労
組
一
②
〔
法
令
に
よ
る
行
為
の
例
〕
逮

捕
＝
刑
訴
一
九
九
・
二
一
〇
・
二
一
三
、
鑑
定
の
た
め
の
邸
宅
侵
入
・
墳
墓
発

掘
・
器
物
損
壊
＝
刑
訴
一
六
八
、
通
信
傍
受
＝
刑
訴
二
二
二
の
二
、
教
員
の
懲
戒
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防
止
し
、
若
し
く
は
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
資
す
る

も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る

こ
と
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

　前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
当
該
申

請
に
係
る
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

３

　公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
の
申
請
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た

者
に
対
し
、
当
該
変
更
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

　前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件

の
付
与
及
び
変
更
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
罰
則

　第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
十
号
〔
三
月

以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
〕）

第
三
節

　免
許
証
等

（
免
許
証
の
交
付
）

第
九
二
条

　免
許
は
、
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。）
を
交

付
し
て
行
な
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
人
に
対
し
、
日
を
同
じ
く

し
て
第
一
種
免
許
又
は
第
二
種
免
許
の
う
ち
二
以
上
の
種
類
の
免
許
を
与

え
る
と
き
は
、
一
の
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
証
に
他
の
種
類
の
免
許
に

係
る
事
項
を
記
載
し
て
、
当
該
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
証
の
交
付
に
代

え
る
も
の
と
す
る
。

２

　免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
当
該
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種

類
の
免
許
を
与
え
る
と
き
は
、
そ
の
異
な
る
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
証

に
そ
の
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
事
項
を
記
載
し
て
、
そ
の
者

が
現
に
有
す
る
免
許
証
と
引
換
え
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
免
許
証
の
記
載
事
項
）

第
九
三
条

　免
許
証
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
次
条
の
規
定
に
よ
る
記
録

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

　免
許
証
の
番
号

二

　免
許
の
年
月
日
並
び
に
免
許
証
の
交
付
年
月
日
及
び
有
効
期
間
の
末

日
三

　免
許
の
種
類

四

　免
許
を
受
け
た
者
の
本
籍
、
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

五

　免
許
を
受
け
た
者
が
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
ロ

に
規
定
す
る
優
良
運
転
者
（
第
百
一
条
第
三
項
及
び
第
百
一
条
の
二
の

二
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
優
良
運
転
者
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

２

　公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
た
者

に
つ
い
て
、
第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
を
変
更
し

た
と
き
は
、
そ
の
者
の
免
許
証
に
当
該
条
件
に
係
る
事
項
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

　前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
様
式
、
免
許
証
に
表
示

す
べ
き
も
の
そ
の
他
免
許
証
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定

め
る
。

（
免
許
証
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
）

第
九
三
条
の
二

　公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は

同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
さ
れ
若
し
く
は
表
示

さ
れ
る
も
の
の
一
部
を
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
免
許
証

に
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ

つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
よ
り

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
届
出
等
）

第
九
四
条

　免
許
を
受
け
た
者
は
、
第
九
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員

会（
公
安
委
員
会
の
管
轄
区
域
を
異
に
し
て
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、変
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